
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北安曇地域） 

平成 28 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 
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事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

事業名  砂防施設を活用した新たな観光事業の推進 

事業主体 

（連絡先） 

 長野県治水砂防協会姫川支部 

（長野県姫川砂防事務所内） 

事業区分 （６）オ 産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ  ソフト 

総事業費   ８６３，０２９円 （うち支援金：６４７，０００円） 

① 白馬村小谷村の観光活性化 

② 観光客を増加させる 

③ 砂防事業への関心を高める 

④ 地域住民との交流を広げる 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

砂防事業の情報発信と関心を喚起

することには成果が上がったが、観

光客の増にはまだまだ結びついて

いない。継続的な取組が必要。 

【ポスターとガイドブック】 

 

 

 【目標・ねらい】 

 

１ 既存の物ではあるが個性的で魅力的な新たな

観光資源として活用することで観光業の活性化

に若干ではあるが貢献できた。 

２ 砂防ｶｰﾄﾞ目当ての観光客が少数ではあるが全

国各地から来村している。220 名。 

３ 砂防施設ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ数が、1 ヶ

月 5000~10000 件と非常に多く、関心を集めてい

る。 

４ 地域住民の砂防事業に関する意識が高まり､草

刈等の維持管理活動が積極的に行われた。700

名。 

１ 砂防カード配布(交付) 12 月末現在 930 ｾｯﾄ。 

２ 砂防施設ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ配布 12月末現在1375部。 

３ 砂防カード啓発ポスター掲示 60 枚 

４ 砂防堰堤への危険回避用案内板設置 13 台 

５ 砂防カードに関するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ開設 

６ 住民による砂防施設維持管理活動 25 回 

７ 砂防堰堤ﾊﾞｽﾂｱｰ開催（後援）4 回 

１ 砂防カードを新たに追加発行し、誘客に努める。 

２ 砂防堰堤バスツアーの規模を拡大して実施する。 

３ ポスター及びガイドブックを改善して、情報発信

に努める。 

４ ホームページの内容を充実化する。 

【砂防カード】 

 

 

【住民による砂防施設維持管理活動】 

 

 


